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特
別
展
概
要

◉
会
期　
10
月
10
日
㈯
～
11
月
23
日
㈪

※
月
曜
日
は
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）。

　
展
示
替
休
館
10
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮

◉
開
館
時
間　
９
時
～
17
時

※
入
館
は
16
時
30
分
ま
で

◉
観
覧
料　
一般
５
０
０
円（
４
０
０
円
）、

大
学
生
・
高
校
生
４
０
０
円（
３
０
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料

※�（　
）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
。期

間
中
、
市
立
美
術
館
特
別
展「
岸
田
劉

生　

美
の
軌
跡
」
展
の
半
券
を
提
示
す

る
と
割
引（
団
体
料
金
）。
11
月
３
日

㈫
・
23
日
㈪
は
無
料
。本
宅
は
別
途
、
小

学
生
以
上
１
１
０
円
が
必

要
。詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

関
連
イ
ベ
ン
ト

【
特
別
展
記
念
講
演
会（
無
料
）】

◉
日
時　
10
月
18
日
㈰　
13
時
30
分
～
15

時
30
分　
※
13
時
開
場

◉
場
所　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
定
員　
１
０
０
人　
※
申
し
込
み
順

◉
演
題　
島
津
氏
・
都
城
と
中
世
社
会

◉
講
師　
東
京
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
本
郷
恵
子
さ
ん

10
月
12
日
㈪
17
時
ま
で
に

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

電
話
で
都
城
島
津
邸

☎
23
－
２
１
１
６

平成18年１月１日に誕生した新「都城市」は、都城盆地の大部分を市域に含んでいます。都城盆地で南北朝時
代から江戸時代にかけて大きな影響力を持ったのが、都城島津氏（当初は北

ほん

郷
ごう

氏）でした。
令和８年度は、新市誕生20周年とともに、島津発祥1000年を迎えるという２つの節目が重なる記念の年です。

本展では、平安時代末期から江戸時代初期に至る都城の歴史について、現在の市域の成り立ちに影響を与えた出
来事や、都城島津氏と中央政権との関わりに焦点を当てて紹介します。

◎問い合わせ　都城島津邸　☎23‒2116

【
展
示
内
容
】

第
１
章　
「
島
津
発
祥
の
地
」都
城

北
郷
氏（
の
ち
の
都
城
島
津
氏
）
が
活

躍
し
た
都
城
は「
島
津
発
祥
の
地
」
と
呼

ば
れ
て
い
て
、「
島
津
荘
発
祥
」
と「
島
津

氏
発
祥
」
の
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

古
代
に「
島
津
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
現

在
の
郡
元
町
一
帯
で
島
津
荘
が
成
立
し

ま
す
。万
寿
３（
１
０
２
６
）年
、大だ

宰ざ
い
の

大だ
い

監げ
ん

・
平た

い
ら
の

季す
え

基も
と

は
、
島
津
荘
を
関
白
・
藤
原

頼
通
に
寄
進
し
ま
す
。そ
の
後
も
島
津
荘

は
拡
大
を
続
け
、
日
本
最
大
級
の
荘
園
と

し
て
発
展
し
ま
す
。

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
源
頼
朝
に
よ
っ

て
惟こ

れ

宗む
ね
の

忠た
だ

久ひ
さ

が
島
津
荘
下
司
職（
そ
の
後
、

地
頭
）
と
な
り
、
荘
園
の
名
前
を
と
っ
て

「
島
津
忠
久
」
と
名
乗
り
始
め
、
島
津
氏

の
祖
と
な
り
ま
し
た
。

本
章
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
を
、
国
宝

で
あ
る
藤
原
道
長
の
日
記「
御
堂
関
白
記 

古
写
本 

寛
弘
七
年
」
や「
武
将
像 

伝
島

津
忠
久
画
像
写
」
な
ど
の
展
示
史
料
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
。

第
２
章　
島
津
と
北
郷
の
時
代

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
都
城
と
歴
史

的
に
深
く
関
わ
っ
た
北
郷
氏
が
登
場
す
る

の
は
、
南
北
朝
時
代
の
こ
と
で
す
。南
北

朝
時
代
に
起
こ
っ
た「
観か

ん

応の
う

の
擾じ

ょ
う

乱ら
ん

」
の

際
、
足
利
尊
氏
方
で
活
躍
し
た
島
津
氏
第

４
代
忠た

だ

宗む
ね

の
６
男
資す

け

忠た
だ

に「
北
郷
三
百
町
」

の
土
地
が
与
え
ら
れ
ま
す
。資
忠
は「
北

郷
資
忠
」
と
名
を
改
め
、
後
に
都
城
島
津

氏
の
祖
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、
北
郷

氏
は
周
辺
勢
力
と
争
い
な
が
ら
勢
力
を
拡

大
し
、
戦
国
時
代
に
は
都
城
盆
地
全
体
を

統
一
す
る
ま
で
に
至
り
ま
す
。　

本
章
で
は
、
北
郷
氏
の
登
場
か
ら
都
城

盆
地
統
一
ま
で
の
過
程
を
、
南
北
朝
動
乱

の
様
子
を
描
い
た「
太
平
記
絵
巻
」や
、「
み

や
こ
の
じ
ょ
う
」の
初
見
史
料
で
あ
る「
樺

山
家
文
書　
明
見
書
状
」
な
ど
の
展
示
史

料
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

第
３
章　
豊
臣
政
権
と
島
津
氏
・
北

郷
氏戦

国
時
代
、
九
州
制
覇
を
目
指
し
た
島

津
氏
※
は
、
天
正
15 

（
１
５
８
７
）
年
に
、

天
下
統
一
を
進
め
る
豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
ま

す
。北
郷
氏
も
島
津
氏
と
共
に
秀
吉
に
降

伏
し
、
豊
臣
政
権
か
ら
数
々
の
要
求
を
突

き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

文
禄
・
慶
長
年
間
に
は
、
秀
吉
の
命
に

よ
り
島
津
氏
・
北
郷
氏
は
朝
鮮
出
兵
に
従

軍
し
ま
す
。こ
の
中
で
、
北
郷
氏
は
第
11

代
当
主
の
忠
虎
が
病
死
す
る
事
態
に
至
り

ま
す
。島
津
氏
の
領
国
内
で
は
太
閤
検
地

が
実
施
さ
れ
た
後
、
北
郷
氏
は
都
城
か
ら

祁け

答ど
う

院い
ん（
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
・

薩
摩
川
内
市
の
一
部
）
へ
領
地
が
移
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
章
で
は
、
島
津
氏
・
北
郷
氏
と
豊
臣

政
権
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
朝
鮮
出
兵

時
に
行
っ
た
虎
狩
の
様
子
を
描
い
た「
高

麗
虎
狩
図
屛
風
」
な
ど
の
史
料
と
と
も
に

紹
介
し
ま
す
。

※
鹿
児
島
を
拠
点
と
し
た
島
津
本
家

第
４
章　
庄
内
の
乱
と
北
郷
氏
の
都

城
領
復
帰

慶
長
４（
１
５
９
９
）
年
、
島
津
氏
最

大
の
内
乱
で
あ
る「
庄
内
の
乱
」
が
起
こ

り
ま
す
。都
城
盆
地
を
舞
台
と
し
て
１
年

余
り
続
い
た
戦
い
で
し
た
が
、
島
津
氏
家

臣
の
協
力
や
徳
川
家
康
の
仲
介
に
よ
っ
て

終
息
し
ま
し
た
。北
郷
氏
は
、
こ
の
乱
で

の
活
躍
に
よ
り
都
城
領
へ

復
帰
。領
地
は
従
来
の
約
半

分
と
な
っ
た
も
の
の
、北
郷

氏
は
領
政
を
整
備
し
、都
城

領
主
と
し
て
の
立
場
を
確

立
し
て
い
き
ま
し
た
。

本
章
で
は
、
庄
内
の
乱
の

様
相
や
そ
の
後
の
影
響
に

つ
い
て
、乱
の
経
過
を
示
す

「
伊
集
院
忠
真
書
状
案
」
な

ど
の
展
示
史
料
と
共
に
紹

介
し
ま
す
。

祝吉御所（郡元町）旧跡碑模型
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ミ（
み
や
こ
の
じ
ょ
う
）

や
こ
の
し
や
う
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(国宝島津家文書・東京大学史料編纂所所蔵）
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